

































ファミリーものに分類される作品だと言える。   
ほとんどのエピソードは「西萩」町の中のみに限定され、閉じられた空間の中で  


































っている。   
また、『じやりん子チェ』は、1981年には銀座みゆき座、1988年には関西芸術座  
で舞台化2もされている。ここで、銀座みゆき座の舞台化についての記事を紹介した  









父テツにガッツ石松さんのほか、チエに役者の卵の東緑さん（一九）（後略）   








1980年9月27日   中央競馬会ノミ行為禁止ポスターに小テツと  
ジュニア（猫）が起用される   
1980年10月6日   『朝日新聞』のオーディオコラム欄のキャラ  
クタ一に小テツとジュ ニアが起用される   
1988年7月   ファミコンソフト「じやりん子チェばくだん  
娘の幸せさがし」発売   






































てふさわしいかどうかなど、気にしていないようだ。   
では、メディアはどのような形で『じやりん子チエ』に注目したのだろうか。次  
－40－   
の一覧表は、新聞や雑誌が、この作品をどのように紹介したのかをまとめたもので  
ある。  
掲載新聞／推誌   見出し   
『朝日新聞』1980年5  
月26日夕刊   
『朝日ジャーナル』  なぜ「少女よ、大志を抱くな」なのか－マン   
1980年8月8日号   ガ『じやりん子チエ』の原風景   
『週刊朝日』1980年  「現代人の喪失感を癒すふるさと劇画の騎   
10月31日号   手たち   
『朝日新聞』1981年1  
月13日   
『朝日新聞』1981年3  
月2日   
『週刊文春』1981年4  通天閤の見える街で生きる。ご存じチエ、テ   
月30日号   ツ、ヨシ江はん、ヒラメちゃん、小鉄…みん  
な、いとしい－イーデスハンソン、はるき悦  
巳対談   
『朝日新聞』1981年  
10月2日   
『朝日新聞』1985年2  
月20日夕刊   
『朝日新聞』1997年8  
月2日夕刊   
『朝日新聞』1997年8  
月4日   
この中から、記事の内容をいくつか抜粋してみたい。  
「作中では、小学校五年生の竹本チエが、バクチ好きの父親に代わってホルモ  
ン焼き屋を切り回し、チエを中心に、大阪・通天閣あたりを思わせる下町の、   
バイタリティーあふれる生きざまが展開する」（「ひと－はるき悦巳」『朝日新聞』  
















































ど、釜ヶ崎いうたら、あるイメージあるでしょ。それで、ただ、新世界の近所   
や、言うてるんです（中略）あのへん描きたいとかなかったんです。ただ、あ   
んまり知らんとこ考えンの面倒でしょ。嘘描かれへんから」（『週刊文春』1981  
年4月30日号）  







です。僕自身もひょっこりとどこかで顔を見せているでしょう。」（『じやりん子   
チエー西萩町よ永遠なれ－』関西芸術座パンフレット1988年3月、P4）  







「チエちやんの住む町」   
チエちやんの住む町は、下の地図のように、大阪市の西成区と浪速区と天王寺   



















































が居住者の9割を占める）8。   
釜ヶ崎が現在のようなスラム化の道をたどったのは、大正期に入ってからである。  



































－46｝   
「ぼくが中学まで育ったというところは、親子の関係がめちやめちやで、なん  
かようわからんようなところがありました。両親がいないという友達の家に遊  










































































1 この地域は1966年以降、行政区城として「あいりん地区」という公的な地名がつけられた。「釜ケ崎」  
という地名は現在では残っていないが、簡易宿泊所街を示す通称として用いられている。  
2 この他、大阪の小劇場などでたびたび舞台化されているが、本論では資料が入手可能なものだけに限っ  
て取り上げた。  
3 小笠原信「じゃりん子チエの家」『思想の科学』7月臨時増刊号、（思想の科学社、1981年）、24貢。  
4 長尾剛『「じやりん子チエ」という生き方』（双葉社、1998年）、1頁。  
5 釜ケ崎資料センター『釜ヶ崎 歴史と現在』（三一事房、1993年）、45～58頁。  
6 前掲事、42～44貢。  
7 呉智英『現代マンガの全体像』（双葉社、1997年）、282貢。  
主要参考資料   
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